
No.754

あいずみ あいずみ 
広報 平成19年６月15日　発行　 

編集・発行 

印刷　グランド印刷株式会社 

〒771-1292 
徳島県藍住町企画調整課 
Tel. 088-637-3124（毎月15日発行） 

6月号 

眩しい光りに目を細めながら 
水辺で遊ぶ子どもたち 
跳ねる水しぶきと笑い声 
梅雨入り前の青空に賑やかな声がこだまする 
転んでも平気、濡れても平気 
太陽がちゃんと準備してるから 
遊び疲れて見上げれば 
低く晴れた空と雲 
くすぐったくて振り向けば 
浅緑の木々を揺らす優しい風 
懐かしい音に耳をすませば 
かすかに聞こえる虫の声 
やっと気づいてくれたね 
もう夏がきてたこと…… 

三澤氏が瑞宝双光章受章………………………………… Ｐ２ 

木造住宅の耐震診断、耐震改修………………………… Ｐ4 

国保人間ドックで年に一度の健康チェック…………… Ｐ５ 

守れ人権　許すな差別…………………………………… Ｐ６ 

情報ＮＯＷ………………………………………………… Ｐ7～12

人　口 32,891人 （+46） 

　男　 15,814人 （+16） 

　女 17,077人 （+30） 

世帯数 11,688戸 （+30） 

15歳未満 5,422人 （－３） 

65歳以上 4,730人 （+７） 

平均年齢 39.69歳 

 

今月の主な記事 平成19年５月末現在（　）内は前月比 

※お詫びと訂正 
　５月号に掲載されました平均年齢に誤りがありました。 
　正しくは39.67歳です。お詫びして訂正いたします。 

水につかってはしゃぐ子ども 

7月号の表紙のテーマは「水」です。 

テーマに合う写真や詩を送ってください。 

提出先　〒771－1292　藍住町奥野字矢上前52番地１ 
　　　　藍住町企画調整課　広報表紙募集　係 
　　　　Ｅメール　aizumi@town.aizumi.tokushima.jp 
応募締切　6月１5日（金）～29日（金） 
＊応募規定等詳細については、ホームページをご覧ください。 
 問 企画調整課（蕁637・3124） 
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５
月
12
日
か
ら
27
日
ま
で
、
矢
上
の
バ

ラ
園
で
バ
ラ
祭
り
が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

今
年
も
色
と
り
ど
り
の
バ
ラ
を
一
目
見
よ

う
と
、
町
内
外
か
ら
た
く
さ
ん
の
人
が
訪

れ
ま
し
た
。 

　
豊
潤
な
バ
ラ
の
芳
香
を
楽
し
み
な
が
ら

園
内
を
歩
き
、
自
分
の
気
に
入
っ
た
花
と

写
真
を
撮
る
姿
等
が
見
ら
れ
ま
し
た
。 

　
子
ど
も
た
ち
に
大
人
気
の
タ
ー
ザ
ン
ロ

ー
プ
が
江
ノ
口
児
童
館
に
完
成
し
ま
し
た
。 

　
初
夏
の
心
地
よ
い
風
を
浴
び
、
小
さ
い

子
ど
も
た
ち
は
保
護
者
と
一
緒
に
、
小
学

生
以
上
の
子
ど
も
た
ち
は
、
自
分
よ
り
小

さ
い
子
の
補
助
を
し
て
楽
し
く
遊
ぶ
姿
が

見
ら
れ
ま
す
。 

　
藍
住
子
育
て
環
境
づ
く
り

「
あ
い
っ
こ
」
は
こ
の
た
び
、

宝
く
じ
の
助
成
（
平
成
19
年

度
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
）

を
受
け
、
５
月
13
日
に
緑
の

広
場
で
第
11
回
あ
い
ず
み
子

ど
も
フ
ェ
ス
テ
ィ
バ
ル
を
行
い
ま
し
た
。 

　
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
助
成
事
業
と
は
、
財
団

法
人
自
治
総
合
セ
ン
タ
ー
が
宝
く
じ
の
普

及
広
報
事
業
と
し
て
コ
ミ
ュ
ニ
テ
ィ
の
健

全
な
発
展
を
図
る
目
的
で
実
施
し
て
い
る

事
業
で
す
。 

江ノ口児童館に江ノ口児童館に 
ターザンロープターザンロープ 
江ノ口児童館に 
ターザンロープ 

バラ祭り開催バラ祭り開催 バラ祭り開催 

宝くじの助成を受け宝くじの助成を受け 
第11回あいずみ子ども回あいずみ子ども 
フェスティバルを開フェスティバルを開催 

宝くじの助成を受け 
第11回あいずみ子ども 
フェスティバルを開催 

　

三
澤
氏
は
、
昭
和　

年
に
藍
園
村

２０

に
奉
職
し
、
職
員
と
し
て　

年
、
助

２４

役
と
し
て
９
年
間
豊
富
な
経
験
と
卓

抜
し
た
識
見
で
町
勢
発
展
に
大
き
く

貢
献
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
昭
和　
５９

年
か
ら　

年
の
長
い
期
間
、
代
表
監

２０

査
委
員
と
し
て
、
本
町
の
監
査
事
務

に
精
励
さ
れ
、
地
方
自
治
の
発
展
と

住
民
福
祉
の
向
上
に
努
め
ら
れ
ま
し

た
。
今
回
の
受
章
は
、
こ
の
よ
う
な

功
績
が
認
め
ら
れ
た
も
の
で
す
。

三
澤
重
美
氏
が
瑞
宝
双
光
章
を
受
章

　

５
月　

日
、
四
宮
幸
男
さ
ん
（
徳
命

：

明

２２

治　

年
５
月　

日
生
ま
れ
）
が
、
１
０
０
歳

４０

２２

の
誕
生
日
を
迎
え
ら
れ
ま
し
た
。
石
川
町
長

と
中
央
福
祉
事
務
所
次
長
が
、
四
宮
さ
ん
が

入
所
さ
れ
て
い
る
町
内
の
施
設
に
訪
問
し
、

県
と
町
か
ら
祝
い
状
と
記
念
品
を
贈
り
ま
し

た
。
ま
た
同
時
に
、
施
設
か
ら
も
花
束
等
の

プ
レ
ゼ
ン
ト
が
渡
さ
れ
ま
し
た
。

　

四
宮
さ
ん
は
、
食
欲
も
あ
り
毎
日
お
元
気

で
過
ご
さ
れ
て
い
る
と
い
う
こ
と
で
す
。
町

長
や
家
族
の
祝
福
の
言
葉
に
何
度
も
お
礼
を

言
い
な
が
ら
、
笑
顔
を
み
せ
て
い
ま
し
た
。

こ
れ
か
ら
も
お
元
気
で
お
過
ご
し
く
だ
さ
い
。

１
０
０
歳
お
め
で
と
う
ご
ざ
い
ま
す
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平成19年度 一般廃棄物処理実施計画 
　廃棄物の処理及び清掃に関する法律及び藍住町廃棄物の処理及び清掃に関する条例

の規定に基づき平成19年度一般廃棄物処理実施計画を定めました。 

平成19年度 一般廃棄物処理実施計画 

町
内
一
斉
清
掃
の
お
礼

町
内
一
斉
清
掃
の
お
礼 

　
「
子
ど
も
た
ち
に
残
そ
う
！
豊
か
な
環
境
」
と
５
月
20
日
に
町
内
一
斉
清
掃
を
実

施
し
た
と
こ
ろ
、
各
自
治
会
・
事
業
所
か
ら
大
勢
の
方
が
排
水
路
・
道
路
・
公
園
の

清
掃
に
参
加
し
て
く
だ
さ
い
ま
し
た
。 

　
町
民
の
皆
さ
ん
の
ご
協
力
が
あ
っ
て
こ
そ
、
地
域
の
環
境
が
守
ら
れ
ま
す
。
今
後

と
も
住
み
良
い
町
づ
く
り
に
ご
協
力
い
た
だ
き
ま
す
よ
う
お
願
い
し
ま
す
。 

生活環境課から 

町
内
一
斉
清
掃
の
お
礼

町
内
一
斉
清
掃
の
お
礼 

町
内
一
斉
清
掃
の
お
礼 

※平成１９年度の一般廃棄物の排出の状況の計

画を定め、本計画により藍住町の一般廃棄

物の処理を行います。なお、現在もごみは

増加の傾向にあるため、皆様方に、資源ご

みの分別等によりごみ減量へのご協力を得

ながら、行政の重点課題としてごみ減量に

取り組みます。

　詳細については、【町のホームページ】→

【暮らしのガイド】→【生活環境課】内を

ご覧ください。

　町ホームページ
　（http://www.town.aizumi.tokushima.jp）

一般廃棄物の排出量

計排出量種　　　　　類

 9,830ｔ

6,620ｔ燃 や せ る ご み

家　
 
庭　
 
系　
 
ご　
 
み

130ｔ燃 や せ な い ご み

180ｔ缶 類

資源ごみ

280ｔび ん 類

40ｔペ ッ ト ボ ト ル

1,310ｔ古 紙 類

1,040ｔ廃プラスチック類

110ｔ金 属 類

120ｔ粗 大 ご み

1,660ｔ1,660ｔ事 業 系 ご み

 8,300ｔ
800ｔし 尿し 

尿 7,500ｔ浄 化 槽 汚 泥
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○
耐
震
診
断
事
業

１　

耐
震
診
断
の
対
象
と
な
る
住
宅

　

①
昭
和　

年
５
月　

日
以
前
に
着
工
さ
れ

５６

３１

た
も
の

　

②
在
来
軸
組
工
法
ま
た
は
伝
統
構
法
に
よ

る
木
造
住
宅

　

③
平
屋
ま
た
は
２
階
建
て
住
宅
（
現
に
居

住
し
て
い
る
も
の
に
限
る
）

　

④
１
戸
建
て
、
長
屋
建
て
、
共
同
住
宅
等

　

⑤
住
宅
の
所
有
者
は
町
税
及
び
介
護
保
険

料
の
滞
納
が
な
い
こ
と

２　

耐
震
診
断
の
自
己
負
担
金

　

①
１
戸
建
て
住
宅
の
場
合

　
　
　
　
　
　
　
　

３
、
０
０
０
円

　

②
共
同
住
宅
、
長
屋
建
て
住
宅
の
場
合

　
　

（
２
戸
扱
い
）、
６
、
０
０
０
円

　

③
現
地
調
査
時
に
診
断
員
に
お
支
払
い
く

だ
さ
い
。

３　

今
年
度
予
定
診
断
戸
数 　

  　
  
１
０
０
戸
（
先
着
順
）

○
耐
震
改
修
事
業

１　

耐
震
改
修
の
対
象
と
な
る
木
造
住
宅

　

①
藍
住
町
の
耐
震
診
断
事
業
に
よ
り
診
断

を
受
け
た
住
宅
で
あ
り
、
診
断
の
結
果

が
「
倒
壊
ま
た
は
大
破
壊
の
危
険
あ
り
」

と
診
断
さ
れ
た
住
宅

    
②
住
宅
の
所
有
者
は
町
税
及
び
介
護
保
険

料
の
滞
納
が
な
い
こ
と

２　

耐
震
改
修
の
自
己
負
担
金

　

工
事
費
（
耐
震
改
修
関
連
工
事
以
外
は
含

ま
れ
ま
せ
ん
）
の
２
／
３
が
助
成
さ
れ
ま
す

が
、
上
限
は　

万
円
と
な
り
ま
す
の
で
、
助

６０

成
以
外
の
工
事
費
が
自
己
負
担
と
な
り
ま
す
。

３　

申
込
注
意
事
項

　

申
込
書
の
他
に
工
務
店
や
建
設
会
社
に
作

成
し
て
い
た
だ
く
書
類
が
あ
り
ま
す
。

※
申
込
書
の
作
成
の
方
法
に
つ
い
て
は
、
総

務
課
で
ご
説
明
い
た
し
ま
す
。

※
工
事
を
施
工
す
る
工
務
店
、
建
設
会
社
等

が
決
ま
っ
て
い
る
方
は
、
同
伴
の
う
え
お

越
し
く
だ
さ
い
。　

４　

今
年
度
予
定
改
修
戸
数 

　
　
　

戸
（
先
着
順
）

１５

○
診
断
及
び
改
修
事
業
申
込
受
付
期
間

　
　

６
月　

日（
水
）〜　

月　

日（
金
）

２０

１１

３０

　
　
　

（
午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時　

分

３０

１５

　
　
　

た
だ
し
、
土
・
日
・
祝
日
を
除
く
）

○
申
込
場
所　

総
務
課

●問
 
 
総
務
課
（
�
６
３
７
・
３
１
１
１
）　

　

計
量
法
の
規
定
に
よ
り
設
置
し
て
か
ら
８

年
を
経
過
し
た
水
道
メ
ー
タ
ー
は
、
使
用
で

き
な
い
こ
と
に
な
っ
て
お
り
ま
す
。

　

水
道
課
で
は
、
今
年
度
交
換
対
象
の
水
道

メ
ー
タ
ー
に
つ
い
て
、
６
月
中
旬
か
ら
随
時

交
換
を
す
る
予
定
で
す
。
ご
協
力
よ
ろ
し
く

お
願
い
い
た
し
ま
す
。

●
交
換
対
象
メ
ー
タ
ー

　

平
成　

年
度
以
前
に
設
置
さ
れ
た
メ
ー

１１

タ
ー

●
交
換
期
間　

６
月
中
旬
〜
９
月
下
旬

　

交
換
業
務
は
、
町
水
道
工
事
店
協
同
組
合

に
委
託
し
て
無
料
で
実
施
し
ま
す
。

　

な
お
、
ご
不
在
の
場
合
で
も
交
換
さ
せ
て

い
た
だ
き
ま
す
。
交
換
時
間
は
メ
ー
タ
ー
の

口
径
に
よ
り
異
な
り
ま
す
が
、
お
お
む
ね
５

分
〜　

分
で
交
換
で
き
ま
す
の
で
、
そ
の
間

３０

の
断
水
等
に
つ
き
ま
し
て
も
、
ご
了
承
い
た

だ
く
と
と
も
に
、
ご
協
力
よ
ろ
し
く
お
願
い

し
ま
す
。

●問
 
 
水
道
課
（
�
６
３
７
・
３
１
３
１
）

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を
受
け
て
耐
震
改
修
を
し
ま
せ
ん
か

木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
を
受
け
て
耐
震
改
修
を
し
ま
せ
ん
か

　

今
後　

年
以
内
に　

％
程
度
の
確
率
で
発
生
が
予
想
さ
れ
て
い
る
南
海
地
震
で
は
、
老
朽
化

３０

５０

し
た
木
造
住
宅
は
倒
壊
す
る
危
険
性
が
高
い
と
さ
れ
て
い
ま
す
。

　

町
で
は
、
地
震
被
害
を
最
小
限
に
す
る
た
め
の
予
防
策
と
し
て
、
木
造
住
宅
の
耐
震
診
断
事

業
・
耐
震
改
修
事
業
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

　

国
民
健
康
保
険
の
納
税
義
務
者
及
び
世
帯

に
属
す
る
被
保
険
者
の
所
得
の
合
計
額
が
一

定
額
以
下
の
場
合
に
は
、
４
月
１
日
現
在
の

加
入
被
保
険
者
数
な
ど
を
基
準
に
、
均
等
割

額
（
一
人
あ
た
り
の
金
額
）
と
平
等
割
額

（
一
世
帯
あ
た
り
の
金
額
）
を
２
割
減
額
す

る
制
度
が
あ
り
ま
す
。

　

制
度
を
受
け
る
た

め
に
は
、
必
ず
世
帯

主
の
申
請
が
必
要
で

す
の
で
、
該
当
す
る

と
思
わ
れ
る
方
は
、

7
月　

日
ま
で
に
申

15

請
を
し
て
く
だ

さ
い
。

　

な
お
、
軽
減

の
該
当
が
確
認

で
き
る
方
に
つ

き
ま
し
て
は
、 

7
月
初
旬
に
申

請
書
等
を
送
付

さ
せ
て
い
た
だ

き
ま
す
。

●問
 
 
税
務
課
（
�
６
３
７
・
３
１
１
７
）

水
道
メ
ー
タ
ー
定
期
交
換
（
無
料
）

水
道
メ
ー
タ
ー
定
期
交
換
（
無
料
）

ご
存
知
で
す
か
？

ご
存
知
で
す
か
？

国
保
税
の
軽
減
制
度

　

国
保
税
の
軽
減
制
度

軽減の該当条件
　
　所得額が 330,000円+（350,000円×被
保険者数）以下の世帯です。
　また、平成17年1月1日現在において
65歳以上の公的年金等の所得者は、上記
金額に220,000円の加算をして判定され
ます。
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国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国国保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保保人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人人間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間間ドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドドッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッククククククククククククククククククククククククククククククククでででででででででででででででででででででででででででででででで年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年年にににににににににににににににににににににににににににににににに一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一一度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度度のののののののののののののののののののののののののののののののの健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健健康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康康チチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチチェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェェッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッッックククククククククククククククククククククククククククククククク国保人間ドックで年に一度の健康チェック

　対　象　者　

　受診日当日に藍住町国民健康保険被保険者の資格を有する方のうち平成１9年４月１日現在

の年齢が３５歳以上の方で、19年度の国保人間ドックを受診していない方。

※原則として国民健康保険税を完納している世帯の被保険者に限ります。

自己負担金　１人　１１,０００円

　※検査費用37,500円のうち７割相当額の

26,500円を助成します。

　なお、希望者については実費で追加検診を

受けることができます。

申 込 期 間

　６月１5日（金）～６月２１日（木）

　　　午前8時30分～午後5時15分　

　※土・日曜を除く。申込順とさせていただき

ます。

持参するもの　国民健康保険被保険者証・印鑑

　※町内医療機関希望の方については、申込

時に受診希望日をお聞きします。

●申 ・●問 　保健衛生課（� ６３７・３１１５）

　

６
月
は
、
町
県
民
税
（
１
期
）
と
国
民
健

康
保
険
税
（
２
期
）
の
納
付
月
で
す
。

　

納
期
限
は
、
６
月　

日
で
す
。
納
め
忘
れ

２５

の
な
い
よ
う
注
意
し
ま
し
ょ
う
。

　

口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
前
日
ま
で

に
口
座
へ
ご
入
金
く
だ
さ
い
。

今
月
は
介
護
保
険
料
の
納
付
月
で
す

◎　

普
通
徴
収
の
方
…
６
月　

日
ま
で
に
納

２５

付
し
て
く
だ
さ
い
。

※
口
座
振
替
を
ご
利
用
の
方
は
、
前
日
ま
で

に
口
座
へ
ご
入
金
く
だ
さ
い
。

◎　

特
別
徴
収
の
方
…
受
給
年
金
か
ら
自
動

的
に
天
引
き
さ
れ
納
付
と
な
り
ま
す
。

●問
 
 
税
務
課
（
�
６
３
７
・
３
１
１
７
）

　国保保健事業では、被保険者の方の健康保持増進のため「日帰り人間ドック」を実施します。

病気は進行すればするほど体にも心にも負担がかかり、医療費の額も増大します。定期的な検

診により早期発見・早期治療に努めましょう。

実　　施　　日　　程

受　　診　　日委　託　機　関

８月２９日（水）定員40人
９月５日（水）定員40人

農村健康管理センター（阿波病院）

７月2日（月）
　　　～７月３１日（火）

※ 日曜・祝日を除く
※ 病院によっては実施し
ていない日があります

町内医療機関

　安芸内科

　内科クリニック・オクムラ

　香川内科

　清水内科

　鶴岡内科胃腸科

　浜病院

　大久保内科

　近藤外科内科

　森本医院

　

年年年年年年年年年年年年年年
金金金金金金金金金金金金金金
相相相相相相相相相相相相相相
談談談談談談談談談談談談談談
のののののののののののののの
時時時時時時時時時時時時時時
間間間間間間間間間間間間間間
延延延延延延延延延延延延延延
長長長長長長長長長長長長長長
とととととととととととととと
休休休休休休休休休休休休休休
日日日日日日日日日日日日日日
相相相相相相相相相相相相相相
談談談談談談談談談談談談談談

年
金
相
談
の
時
間
延
長
と
休
日
相
談

●
第
２
月
曜
日
の
年
金
相
談
の
延
長
（
月
曜

日
が
祝
日
の
場
合
は
翌
日
）

○
受
付
場
所　

徳
島
北
社
会
保
険
事
務
所
・

徳
島
南
社
会
保
険
事
務
所
・
阿
波
半
田
社

会
保
険
事
務
所

○
受
付
時
間　

午
後
７
時
ま
で

　

但
し
徳
島
北
社
会
保
険
事
務
所
で
は
、
毎

週
月
曜
日
は
午
後
７
時
ま
で
時
間
延
長
し

て
実
施
。

●
第
２
土
曜
日
の
年
金
相
談

○
受
付
時
間　

午
前
９
時　

分
〜
午
後
４
時

30

＊
持
参
す
る
も
の　

年
金
手
帳
、
年
金
証
書

な
ど
。
代
理
の
方
が
来
庁
さ
れ
る
場
合
は
、

本
人
の
署
名
・
捺
印
の
あ
る
委
任
状
が
必

要
。

  
年年年年年年年年年年年年年年
金金金金金金金金金金金金金金
のののののののののののののの
受受受受受受受受受受受受受受
給給給給給給給給給給給給給給
・・・・・・・・・・・・・・
手手手手手手手手手手手手手手
続続続続続続続続続続続続続続
きききききききききききききき
・・・・・・・・・・・・・・
各各各各各各各各各各各各各各
種種種種種種種種種種種種種種
通通通通通通通通通通通通通通
知知知知知知知知知知知知知知
なななななななななななななな

年
金
の
受
給
・
手
続
き
・
各
種
通
知
な
どどどどどどどどどどどどどどど

 

にににににににににににににに
つつつつつつつつつつつつつつ
いいいいいいいいいいいいいい
てててててててててててててて
のののののののののののののの
おおおおおおおおおおおおおお
問問問問問問問問問問問問問問
いいいいいいいいいいいいいい
合合合合合合合合合合合合合合
わわわわわわわわわわわわわわ
せせせせせせせせせせせせせせ
はははははははははははははは
「「「「「「「「「「「「「「
ねねねねねねねねねねねねねね
んんんんんんんんんんんんんん
きききききききききききききき

 
に
つ
い
て
の
お
問
い
合
わ
せ
は
「
ね
ん
き

 

んんんんんんんんんんんんんん
ダダダダダダダダダダダダダダ
イイイイイイイイイイイイイイ
ヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤヤ
ルルルルルルルルルルルルルル
」」」」」」」」」」」」」」
をををををををををををををを
ごごごごごごごごごごごごごご
利利利利利利利利利利利利利利
用用用用用用用用用用用用用用
くくくくくくくくくくくくくく
だだだだだだだだだだだだだだ
ささささささささささささささ
いいいいいいいいいいいいいい

 
ん
ダ
イ
ヤ
ル
」
を
ご
利
用
く
だ
さ
い

●
年
金
を
受
給
し
て
い
な
い
方
や
こ
れ
か
ら

年
金
を
請
求
す
る
方
は

　
　

（
�
０
５
７
０
・
０
５
・
１
１
６
５
）

●
年
金
を
受
給
し
て
い
る
方
は

　
　

（
�
０
５
７
０
・
０
７
・
１
１
６
５
）

●
受
付
時
間

　

午
前
８
時　

分
〜
午
後
５
時　

分

30

15

　
　

（
土
、
日
、
祝
日
、　

月　

日
〜
１
月
３

12

29

日
を
除
く
）

予予予予予予予予予予予予予予
約約約約約約約約約約約約約約
制制制制制制制制制制制制制制
にににににににににににににに
よよよよよよよよよよよよよよ
るるるるるるるるるるるるるる
年年年年年年年年年年年年年年
金金金金金金金金金金金金金金
相相相相相相相相相相相相相相
談談談談談談談談談談談談談談
をををををををををををををを
行行行行行行行行行行行行行行
っっっっっっっっっっっっっっ
てててててててててててててて
いいいいいいいいいいいいいい
まままままままままままままま
すすすすすすすすすすすすすす

予
約
制
に
よ
る
年
金
相
談
を
行
っ
て
い
ま
す

　

予
約
は
相
談
希
望
日
１
か
月
前
か
ら
、
電

話
ま
た
は
年
金
相
談
窓
口
で
お
受
け
し
て
い

ま
す
。
詳
し
く
は
、
最
寄
り
の
社
会
保
険
事

務
所
に
お
問
い
合
わ
せ
く
だ
さ
い
。

●問
 
 
徳
島
北
社
会
保
険
事
務
所

　
　
　
　
　
　
　
 
（
�
６
５
２
・
２
８
０
０
）

　
  
住
民
課　
　
　

（
�
６
３
７
・
３
１
１
２
）
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藍住町スローガン 

スポーツのなかの人権 

人権標語 
藍住北小学校児童作品 

な
く
そ
う
よ
　
心
が
き
づ
つ
く
　
言
葉
や
イ
ジ
メ 

６
年
　
田
神
明
日
香 

私
は
一
人
　
君
も
一
人
　
か
わ
り
の
人
は
　
だ
れ
も
い
な
い 

６
年
　
林
　
　
佳
奈 

教
室
を
　
な
み
だ
で
け
が
す
な
　
笑
顔
で
包
め 

６
年
　
高
橋
　
茉
由 

助
け
て
あ
げ
よ
う
　
あ
な
た
の
手
で
　
あ
な
た
の
言
葉
で 

６
年
　
大
岩
　
千
紘 

差
別
な
し
　
み
ん
な
笑
顔
で
　
笑
い
合
う 

６
年
　
島
津
　
多
恵 

　

ス
ポ
ー
ツ
の
と
ら
え
方
は
、
千
差

万
別
い
ろ
い
ろ
な
考
え
方
が
あ
り
ま

す
が
、
基
本
は
同
好
の
志
が
つ
ど
い

一
定
の
ル
ー
ル
に
沿
っ
て
競
技
を
楽

し
む
こ
と
で
す
。
で
も
、　

数
年
前

20

の
私
は
、
ス
ポ
ー
ツ
と
人
権
が
深
く

か
か
わ
っ
て
い
る
と
い
う
こ
と
に
気

づ
か
ず
に
い
ま
し
た
。

●
軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
は
じ
ま
り

　

社
会
体
育
の
目
的
の
一
つ
は
、

「
す
べ
て
の
町
民
に
ス
ポ
ー
ツ
を
行

う
機
会
と
場
を
提
供
す
る
こ
と
」
と

な
っ
て
い
ま
す
。
し
か
し
、
そ
の
当

時
は
競
技
性
の
強
い
ク
ラ
ブ
が
多
く
、

同
好
会
的
ク
ラ
ブ
の
数
は
あ
ま
り
あ

り
ま
せ
ん
で
し
た
。
そ
こ
で
、
日
ご

ろ
家
事
に
お
わ
れ
ス
ポ
ー
ツ
を
す
る

機
会
の
少
な
い
人
や
運
動
の
に
が
て

な
人
を
対
象
に
、『
女
性
軽
ス
ポ
ー

ツ
教
室
（
1
9
8
6
年
）』
を
、
そ
の

後
に
は
、
高
齢
者
を
対
象
と
し
た

『
シ
ニ
ア
軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室
（
1
9
9

5
年
）』、
小
学
校
３
年
生
を
対
象
と
し

た
『
ジ
ュ
ニ
ア
軽
ス
ポ
ー
ツ
教
室
（
1

9
9
5
年
）』
を
開
き
、
町
民
の
皆
さ
ん

か
ら
好
評
を
得
る
こ
と
が
で
き
ま
し

た
。

  
●
障
害
者
ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
開
催
に

あ
た
っ
て

　

ス
ポ
ー
ツ
教
室
の
今
後
を
模
索
し

て
い
た
あ
る
日
、
一
人
の
役
員
の
方

か
ら
「
障
害
の
あ
る
方
に
対
し
て
の

取
り
組
み
は
ど
う
す
る
の
か
？
」
と

い
う
問
い
か
け
が
あ
り
ま
し
た
。
そ

れ
ま
で
の
ス
ポ
ー
ツ
振
興
は
、
心
身

の
健
康
な
人
だ
け
を
対
象
に
し
て
あ

た
り
ま
え
の
よ
う
に
実
施
さ
れ
て
い

ま
し
た
。

　

そ
こ
で
、
障
害
者
（
障
害
の
あ
る

方
）
ス
ポ
ー
ツ
教
室
を
開
催
す
る
こ

と
を
前
提
に
、
指
導
者　

数
名
と
１

10

年
を
か
け
て
指
導
者
の
養
成
・
内
容

の
検
討
の
た
め
の
協
議
を
重
ね
ま
し

た
。
そ
し
て
、
1
9
9
9
年
、
障
害

の
あ
る
人
、
な
い
人
、
運
動
の
得
意

な
人
、
に
が
て
な
人
、
町
民
の
皆
さ

ん
す
べ
て
が
共
に
ス
ポ
ー
ツ
や
レ
ク

リ
ェ
ー
シ
ョ
ン
の
楽
し
さ
を
体
験
し
、

ふ
れ
あ
い
を
深
め
る
こ
と
を
目
的
と

し
て
、『
障
害
者
ふ
れ
あ
い
ス
ポ
ー
ツ

教
室
』
が
開
講
さ
れ
た
の
で
す
。

●
人
権
と
の
結
び
つ
き

　

「
す
べ
て
の
町
民
に
ス
ポ
ー
ツ
を
」

と
考
え
る
こ
と
で
、
生
涯
ス
ポ
ー
ツ

も
人
権
の
視
点
で
見
つ
め
な
お
す
こ

と
の
大
切
さ
に
気
づ
か
さ
れ
た
私
で

し
た
。
今
も
開
催
さ
れ
て
い
る
ス

ポ
ー
ツ
教
室
で
も
、
高
齢
者
・
女
性
・

子
ど
も
・
障
害
者
・
外
国
人
等
、
す

べ
て
の
住
民
が
ス
ポ
ー
ツ
に
参
加
で

き
る
機
会
を
保
障
し
て
い
く
こ
と
が
、

一
人
ひ
と
り
の
人
権
を
尊
重
し
て
い

く
こ
と
に
つ
な
が
る
と
思
い
ま
す
。

　

私
た
ち
は
、
日
ご
ろ
人
権
に
つ
い

て
意
識
す
る
こ
と
な
く
、
生
活
し
て

い
る
こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
そ
の

こ
と
で
、
相
手
を
傷
つ
け
た
り
自
分

の
行
動
を
縛
っ
て
し
ま
っ
て
い
る
こ

と
に
す
ら
気
が
つ
き
に
く
い
も
の
で

す
。
ま
ず
は
、
研
修
会
や
講
演
会
に

参
加
し
て
人
権
意
識
を
高
め
、�
人

権
の
も
の
さ
し
�
で
生
活
や
社
会
を

見
つ
め
な
お
し
て
み
る
こ
と
が
大
切

で
は
な
い
で
し
ょ
う
か
。　

今
も
私

は
、
ス
ポ
ー
ツ
に
か
か
わ
る
な
か
で

「
人
権
」
に
つ
い
て
気
づ
か
さ
れ
る

こ
と
が
よ
く
あ
り
ま
す
。
今
後
と
も

ス
ポ
ー
ツ
を
通
し
て
人
権
問
題
に
取

り
組
ん
で
い
き
た
い
と
思
い
ま
す
。

 
〈
文
責　

福
祉
ス
ポ
レ
ク
ク
ラ
ブ　

　

中
川　

好
之
〉
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人
権
講
座
開
催

目　

的

　

生
活
の
中
で
人
権
を
尊
重
し
、
あ
ら
ゆ

る
人
権
問
題
を
正
し
く
認
識
す
る
と
と
も

に
、
積
極
的
に
差
別
解
消
に
取
り
組
み
、

明
る
く
民
主
的
な
社
会
を
築
く
た
め
、
地

域
・
集
団
の
推
進
者
を
育
成
す
る
た
め
に

開
催
し
ま
す
。

主　
　

催　

町
人
権
教
育
推
進
協
議
会

共　
　

催　

藍
住
町
・
町
教
育
委
員
会

対

象

者　

町
内
在
住
者
・
在
勤
者
で
、
全

講
座
参
加
で
き
る
方
。

申
込
期
間　

６
月　

日（
金
）
〜　

日（
金
）

１５

２９

募
集
人
員　
　

人　

先
着
順

３０

受

講

料　

無
料
（
実
費
徴
収
）

場　
　

所　

町
民
シ
ア
タ
ー
（
役
場
４
階
）

実

施

日　

年
間
６
回

日　
　

程　

午
後
７
時　

分
〜
午
後
９
時

３０

　
　
　
　
　

（
原
則
と
し
て
）

学
習
内
容　

講
師
等
の
都
合
に
よ
り
、
日
時

と
内
容
を
変
更
す
る
場
合
が
あ

り
ま
す
。

●申
 
 
教
育
委
員
会
（
�
６
３
７
・
３
１
２
８
）

　

親
子
会
連
合
会
恒
例
の
キ
ャ
ン
プ
を
今
年

も
、
勝
浦
町
の
旧
坂
本
小
学
校
を
活
用
し
た

キ
ャ
ン
プ
施
設
で
行
い
ま
す
。
友
達
と
一
緒

に
創
作
体
験
・
星
空
観
測
等
を
と
お
し
て
楽

し
い
思
い
出
を
つ
く
っ
て
み
ま
せ
ん
か
。

日　
　

時　

７
月
７
日
（
土
）
〜
８
日
（
日
）　

場　
　

所　

勝
浦
町

　
　
　
　
　

ふ
れ
あ
い
の
里
さ
か
も
と 

対　
　

象　

小
学
４
年
生
〜
６
年
生

費　
　

用　

１
、０
０
０
円

　
　

（
親
子
会
会
員
以
外
は
１
、５
０
０
円
）

定　
　

員　
　

人　

先
着
順　

会
員
優
先

３０

受
付
期
間　

６
月　

日（
金
）
〜　

日（
金
）

１５

２９

説

明

会　

６
月　

日（
土
）
午
後
２
時
か
ら

３０

　
　
　
　
　

み
ど
り
の
広
場
管
理
棟

申　
　

込　

単
位
親
子
会
、

　
　
　
　
　

ま
た
は
教
育
委
員
会

主　
　

催　

藍
住
町
親
子
会
連
合
会　
       

                                           

●問
 
 
教
育
委
員
会
（
�
６
３
７
・
３
１
２
８
）

地
域
生
活
支
援
事
業

１　

手
話
奉
仕
員
養
成
講
座
（
入
門
課
程
）

対

象

者　

町
内
在
住
で　

歳
以
上
、
初
め

１８

て
手
話
を
学
ぶ
方

日　
　

時　

７
月　

日（
土
）〜　

月　

日（
土
）

２１

１０

１３

の
毎
週
土
曜
日（
全　

回
）

１３

申
込
締
切　

６
月　

日（
土
）

３０

２　

障
害
者
パ
ソ
コ
ン
講
座

　
　○

知
的
障
害
者
の
方
を

　

対
象
に
し
た
講
座

日　
　

時　

７
月
７
日（
土
）〜

　
　
　
　
　

８
月　

日（
土
）

18

　
　
　
　
　

ま
で
の
土
曜
日（
全
６
回
）

申
込
締
切　

６
月　

日（
水
）

２０

　
　○

身
体
や
精
神
に
障
害
の
あ
る
方
を
対
象
に

し
た
講
座

日　
　

時　

８
月　

日（
水
）〜

２２

　
　
　
　
　

平
成　

年
２
月　

日（
水
）

２０

１３

　
　
　
　
　

ま
で
の
水
曜
日（
全　

回
）

25

申
込
締
切　

７
月　

日（
火
）

３１

　
　●申

 

・
●問
 
　

障
害
者
生
活
支
援
セ
ン
タ
ー
凌
雲

（
�
６
９
３
・
１
１
１
７
）

（
�
６
９
２
・
６
７
７
６
）

内　　　　      　　容月　　日

「コミュニケーションスキルワークショップ」
　　　　　　　　　　　　　　　講師：和田　敏孝第１回 ７月１０日�

「２つの竹田の子守唄」　　　　　講師：下川　　清第２回 ８月２８日�

「出会いと表現」　　　　　　　　講師：大湾　　昇第３回 ９月１１日�

町外現地研修　場所：京都・竹田フィールドワーク第４回 １１月１１日�

「障害者理解について」　　　　　講師：飯田ひとみ第５回 １２月７日�

「人権講座からのメッセッージ」　司会：漆原　初恵 第６回 １月２４日�

みんなあつまれ！

夏はキャンプだ！
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男
性
料
理
教
室

日　
　

時　

６
月　

日（
金
）

２９

　
　
　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
１
時

１０

　
　
　
　
　

（
受
付　

午
前
９
時　

分
か
ら
）

５０

場　
　

所　

福
祉
セ
ン
タ
ー　

２
階

対　
　

象　

男
性

内　
　

容　

・
健
康
づ
く
り
の
た
め
の
食
事

　
　
　
　
　

・
調
理
実
習

持
参
す
る
も
の

　
　
　
　

エ
プ
ロ
ン
、
三
角
き
ん
、
タ
オ
ル

定　
　

員　
　

人
（
申
込
順
）

２０

参

加

費　

３
０
０
円

申
込
期
間　

６
月　

日（
月
）〜　

日（
金
）

１８

２２

主　
　

催　

食
生
活
改
善
推
進
協
議
会

　
　
　
　
　

「
藍
愛
グ
ル
ー
プ
」

●申
 

・
●問
 
 
保
健
セ
ン
タ
ー

（
�
6
9
2
・
8
6
5
8
）

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操
＆

　
　
　
　

ニ
ュ
ー
ス
ポ
ー
ツ

　
　

　

の
び
の
び
〜
と

　
　

ス
ト
レ
ッ
チ
で
リ
フ
レ
ッ
シ
ュ

日　
　

時　

6
月　

日（
月
）

２5

　
　
　
　
　

午
後
７
時　

分
〜
９
時

３０

場　
　

所　

体
育
セ
ン
タ
ー

内　
　

容　

ス
ト
レ
ッ
チ
体
操

　
　
　
　
　

ラ
ー
ジ
ボ

ー

ル

　
　
　
　
　

囲
碁
ボ
ー
ル

参

加

費　

無
料

＊
小
さ
い
子
ど
も
か
ら
お
年
寄
り
ま
で
、
ど

な
た
で
も
参
加
し
て
楽
し
め
ま
す
。

＊
申
込
み
は
必
要
あ
り
ま
せ
ん
の
で
、
お
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

主　
　

催

　
　
　

町
体
育
指
導
委
員
会
、
教
育
委
員
会

●問
 
 
教
育
委
員
会
（
�
６
３
７
・
３
１
２
８
）

８
０
２
０
推
進
運
動
「
よ
い

歯
の
高
齢
者
」
の
募
集

募
集
方
法

　

歯
科
医
院
（
徳
島
県
歯
科
医
師
会
会
員
）

か
ら
の
『
よ
い
歯
の
高
齢
者
歯
科
健
診
票
』

に
よ
る
申
し
込
み
に
限
り
ま
す
の
で
、
該
当

さ
れ
て
い
る
と
思
わ
れ
る
方
は
、
か
か
り
つ

け
の
歯
科
医
院
に
受
診
し
て
く
だ
さ
い
。

　

対
象
者
及
び
選
考
基
準

　

過
去
に
受
賞
さ
れ
た
方
は
対
象
と
な
り
ま
せ
ん

１　
　

歳
以
上
（
昭
和
３
年
３
月　

日
生
ま

８０

３１

れ
ま
で
）
で
、
ご
自
分
の
歯
が　

本
以
上

２０

で
、
日
常
生
活
に
支
障
の
な
い
程
度
、
身

体
も
健
康
な
方
。

２　

歯
科
医
院
か
ら
『
よ
い
歯
の
高
齢
者
歯

科
健
診
票
』
で
推
薦
を
受
け
た
方
。

　
募
集
期
限　

７
月　

日（
火
）

３１

  
『
よ
い
歯
の
高
齢
者
歯
科
健
診
票
』
を
郵
送

や
Ｆ
Ａ
Ｘ
で
ご
応
募
く
だ
さ
い
。

　
●申
 
　

〒
７
７
０
―
０
０
０
３

　
　

徳
島
市
北
田
宮
１
丁
目
８
番　

号
６５

　
　

徳
島
県
歯
科
医
師
会

（
�
6
3
1
・
3
9
7
7
）

（
�
6
3
1
・
4
1
7
9
）

み
ん
な
で
歩
こ
う
会

健
康
に
気
を
付
け
て
い
ま
す
か
？

健
康
に
は
歩
く
こ
と
が
一
番
で
す

こ
れ
か
ら
歩
こ
う
と
思
っ
て
い
る
あ
な
た

肥
満
・
メ
タ
ボ
リ
ッ
ク

及
び
予
備
軍
の
あ
な
た

一
緒
に
歩
く
仲
間
が
ほ
し
い
あ
な
た

楽
し
い
こ
と
が
好
き
な
あ
な
た

一
緒
に
歩
い
て
み
ま
せ
ん
か

誰
で
も
参
加
し
て
く
だ
さ
い

（
小
学
生
は
保
護
者
と
一
緒
に
参
加
し
て
く

だ
さ
い
）

日　
　

時　

６
月　

日（
日
）

１７

　
　
　

午
前　

時
〜
午
後
１
時　
　

時
出
発

１０

１０

集
合
場
所　

み
ど
り
の
広
場
管
理
棟
前

コ

ー

ス

　

み
ど
り
の
広
場
�
勝
瑞
城
跡
�
地
福
寺
・

　

ぽ
っ
く
り
地
蔵
�
み
ど
り
の
広
場

・
７
キ
ロ
の
史
跡
探
訪
コ
ー
ス
で
す

・
お
弁
当
を
持
参
し
て
く
だ
さ
い
。

対

象

者　

７
キ
ロ
程
度
完
歩
で
き
る
方

（
ク
ラ
ブ
会
員
で
な
く
て
も
参
加
で
き
ま
す
）

参

加

費　

無
料
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相  

談 

※
毎
月
第
３
日
曜
日
に
歩
い
て
い
ま
す
。
気

軽
に
ご
参
加
く
だ
さ
い
。

●問
 
 
あ
い
ず
み
ス
ポ
ー
ツ
ク
ラ
ブ

　
　
　
　
　
　
　

（
�
６
９
２
・
５
０
０
０
）

「
放
送
大
学
」　

月
入
学
生

10

　

放
送
大
学
で
生
涯
学
習
を
始
め
ま
せ
ん
か
。

大
学
・
大
学
院
の
授
業
を
テ
レ
ビ
（
衛
星
放

送
）
で
視
聴
す
る
通
信
制
大
学
。
3
6
0
科

目
の
う
ち
1
科
目
で
も
、
半
年
ご
と
に
マ
イ

ペ
ー
ス
で
自
宅
学
習
が
可
能
で
す
。
家
庭
教

育
等
の
日
常
生
活
や
仕
事
上
の
力
量
向
上
に

役
立
ち
ま
す
。

募
集
期
間　

　

6
月　

日（
金
）〜
8
月　

日（
水
）

15

15

●問
 
 
放
送
大
学
徳
島
学
習
セ
ン
タ
ー

（
�
6
0
2
・
0
1
5
1
）

美
し
い
日
本
の 
粋 
す
い

　

〜
伝
え
た
い
私
た
ち
の
美
し
さ
〜

　

自
然
、
文
化
、
芸
術
、

伝
統
、
技
術
さ
ら
に
は
、

そ
の
中
に
あ
る
気
質
や

感
性
な
ど
、
あ
ら
ゆ
る

も
の
を
対
象
に
失
っ
て

し
ま
っ
た
も
の
も
含
め
、

な
く
し
て
は
い
け
な
い

日
本
� 
ら
し
さ
�
や
日
本
� 
な
ら
で
は
�
の

も
の
を
募
集
し
ま
す
。

募
集
内
容

1　

日
本
の
� 
ら
し
さ
�� 
な
ら
で
は
�
で

あ
る
「
美
し
い
日
本
の
粋
」
と
は
何
で
す

か
？
（　

字
以
内
）

31

2　

そ
れ
を
選
ぶ
理
由
は
何
で
す
か
。
ま
た

そ
れ
は
、
あ
な
た
の
日
々
の
暮
ら
し
の
中

で
、
ど
の
よ
う
な
も
の
と
し
て
表
れ
て
い

ま
す
か
。（
1
0
0
字
以
内
）

応
募
方
法

　

募
集
内
容
の
ほ
か
、
①
氏
名
②
年
齢
③
性

別
④
職
業
⑤
住
所
⑥
連
絡
先
（
電
話
番
号
又

は
メ
ー
ル
ア
ド
レ
ス
）
を
明
記
の
上
、「
美
し

い
国
づ
く
り
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
公
式
ホ
ー
ム

ペ
ー
ジ
又
は
次
の
宛
先
ま
で
手
紙
又
は
ハ
ガ

キ
で
お
送
り
く
だ
さ
い
。

○
「
美
し
い
国
づ
く
り
」
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
公

式
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

 h
ttp
://w

w
w
.k
a
n
te
i.g
o
.jp
/b
e
-n
ip
p
o
n

○
郵
送
で
の
宛
先　

〒
1
0
5
―
0
0
0
1

　

東
京
都
港
区
虎
ノ
門
3
―
2
―
2

　
　
　

虎
ノ
門　

森
ビ
ル
1
階

30

　

内
閣
官
房　

「
美
し
い
国
づ
く
り
」
推
進
室

　

「
美
し
い
日
本
の
粋
」
係　

宛

募
集
期
限　

6
月　

日（
金
）（
当
日
消
印
有
効
）

22

●問
 
 
内
閣
官
房
「
美
し
い
国
づ
く
り
」
推
進
室 

 　

「
美
し
い
日
本
の
粋
」
係 

（
�
0
3
・
5
4
7
2
・
1
3
5
0
）

（
午
前
9
時　

分
〜
午
後
６
時　

土
日
除
く
）

３０

こ
こ
ろ
の
相
談
窓
口

●
精
神
障
害
者
の
家
族
会
・
作
業
所

　

地
域
活
動
支
援
セ
ン
タ
ー

　

「
特
定
非
営
利
活
動
法
人
」

　
　

す
み
れ
・
あ
い
ず
み
作
業
所

　
　
　
　
　
　

（
�
6
9
3
・
0
0
3
2
）

●
こ
こ
ろ
の
病
気
・
ス
ト
レ
ス
・
悩
み
な
ど

保
健
セ
ン
タ
ー
（
�
6
9
2
・
8
6
5
8
）

知
っ
て
い
ま
す
か
？

　

建  
退  
共  
制  
度

　

こ
の
制
度
は
、
建
設
現
場
で
働
く
方
の
た

め
に
、「
中
小
企
業
退
職
金
共
済
法
」と
い
う

法
律
に
よ
り
国
が
作
っ
た
退
職
金
制
度
で
す
。

　

事
業
主
の
方
は
、現
場
で
働
く
労
働
者
の

共
済
手
帳
に
働
い
た
日
数
に
応
じ
て
掛
金
と

な
る
共
済
証
紙
を
貼
り
、そ
の
方
が
建
設
業

界
で
働
く
こ
と
を
や
め
た
と
き
に
建
設
業
退

職
金
共
済
か
ら
退
職
金
を
支
払
う
制
度
で
す
。

加
入
で
き
る
事
業
主

　
　

建
設
業
を
営
む
方

対
象
と
な
る
労
働
者

　
　

建
設
業
の
現
場
で
働
く
方

掛
金
：
日
額
３
１
０
円

●問
 
 
建
退
共
徳
島
支
部（

�
６
２
２
・
３
１
１
３
）

建
退
共
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ
ア
ド
レ
ス

h
ttp
://w

w
w
.k
e
n
ta
ik
y
o
.ta
isy
o
k
u
k
in
.

g
o
.jp
/

催
し
物
・
そ
の
他 
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あいずみ歌壇 

気
の
お
け
ぬ
友
と
語
ら
う
カ
フ
ェ
テ
ラ
ス 

　
　
　
い
つ
も
と
違
う
装
い
を
し
て 

岡
田
　
博
子 

「
い
つ
だ
っ
て
今
が
ピ
ー
ク
」
と
い
う
君
の 

　
　
　
声
瑞
々
し
喜
寿
の
集
い
に 

大
塚
　
　
容 

シ
ル
バ
ー
カ
ー
押
し
ゆ
く
媼
に 

　
　
　
寄
り
そ
い
て
急
い
で
渡
る
横
断
歩
道 

山
本
　
藍
香 

朝
に
聴
く
イ
タ
リ
ア
歌
曲
の
Ｃ
Ｄ
は 

　
　
　
異
国
の
言
葉
な
の
に
か
な
し
い 

永
田
　
　
愛 

十
年
を
無
事
故
通
せ
し
わ
が
愛
車 

　
　
　
買
い
替
え
の
朝
ひ
と
し
お
愛
し 

青
木
み
ど
り 

わ
く
わ
く
と
宿
屋
を
探
す
気
分
に
似
て 

　
　
　
帰
宅
路
変
え
る
夕
暮
時
に 

四
宮
　
千
代 

昨
夜
振
り
し
雨
の
あ
が
り
て
裏
庭
の 

　
　
　
み
か
ん
の
花
の
匂
い
た
だ
よ
う 

木
元
　
由
美 

わ
が
影
は
溺
れ
も
せ
ず
に
ゆ
っ
く
り
と 

　
　
　
川
の
ほ
と
り
の
わ
れ
に
従
き
く
る 

山
本
枝
里
子 

よ
　
べ 

つ 

受
験
資
格　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

昭
和　

年
4
月
2
日
〜
昭
和　

年
4
月
1

42

53

日
生
ま
れ
の
者

　
採
用
予
定
日　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

お
お
む
ね
平
成　

年
４
月
１
日
に
な
り
ま
す
。

２０

　
受
付
期
間　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　

6
月　

日（
火
）〜
7
月
3
日（
火
）

26

●問
 
 
人
事
院
人
材
局
企
画
課
制
度
班

　
　
　

（
�
0
3
・
3
5
8
1
・
0
7
5
5
）

　
　
　

（
�
0
3
・
3
5
8
1
・
6
7
5
5
）

人
事
院
ホ
ー
ム
ペ
ー
ジ

h
ttp
://w

w
w
.jin
ji.g
o
.jp
/

国
家
公
務
員

 　

中
途
採
用
者
選
考
試
験

試
験
の
区
分　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
＊
申
し
込
む
こ
と
が
で
き
る
「
試
験
の
区

分
」
は
一
つ
に
限
り
ま
す
。）

　

行
政
事
務
、
税
務
、
機
械
、
土
木
、
林
業

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
試
験
日
程
Ａ
）

　

皇
宮
護
衛
官
、
刑
務
官
、
入
国
警
備
官

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

（
試
験
日
程
Ｂ
）

試
験
日
程
等　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

●
試
験
日
程
Ａ

第
1
ス
テ
ー
ジ　

9
月
9
日
（
日
）

第
2
ス
テ
ー
ジ（
各
府
省
で
実
施
）　

月
上
旬

11

●
試
験
日
程
Ｂ

第
1
ス
テ
ー
ジ　

9
月
9
日
（
日
）

第
2
ス
テ
ー
ジ（
各
府
省
で
実
施
）　

月
中
下
旬

10

　
　
　
　

　
　
　

図
書
館
の
行
事

★
お
は
な
し
会

・
毎
週
日
曜
日　

午
後
２
時
か
ら  

★
あ
か
ち
ゃ
ん
の
読
み
き
か
せ
会  

・
毎
月
第
２
、
第
４
水
曜
日

　

６
月　

日（
水
）、
７
月　

日（
水
）   　

２７

１１

　

午
前　

時　

分
か
ら

10

30

★
井
隈
読
書
会　

・
７
月
５
日（
木
）　

午
前　

時 
か
ら

10

　
○
休
館
日

・
毎
週
月
曜
日   

・
図
書
整
理
日
…
…
… 
６
月　

日
（
木
）

21

　
●問
 
 
図
書
館
（
� 
6
9
2
・
0
0
7
0
）

藍
の
館　

7
月
イ
ベ
ン
ト

●
阿
波
の
大
谷
焼
展
示
即
売
会

　

日
時　

7
月
1
日（
日
）
〜　

日（
月
）

30

　

＊
1
7
8
0
年
豊
後
の
焼
き
物
師
が
、
大

谷
村
の
赤
土
で
焼
き
上
げ
た
の
が
始
ま

り
と
言
わ
れ
て
い
る
。

　
　

（
森
窯
元
陶
器
Ｋ
Ｋ
）

●
陶
芸
大
谷
焼
体
験
参
加
者
募
集

　

世
界
で
ひ
と
つ
だ
け
の
オ
リ
ジ
ナ
ル
作
品

を
作
っ
て
み
ま
せ
ん
か
？

　

日
時　

7
月　

日（
土
）

２１

　
　
　
　

午
後
1
時　

分
〜
3
時　

分

３０

３０

　

場
所　

藍
の
館　

西
寝
床

　

費
用　

一
点　

2
、
1
0
0
円

　
　
　

（
土
代
、
釉
薬
代
、
焼
成
代
を
含
む
）

　

定
員　
　

人
30

　

申
込
期
限　

7
月
6
日
（
金
）

　

＊
た
だ
し
定
員
に
な
り
次
第
、
締
め
切
ら

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
の
で
、
早
め
に
ご

予
約
く
だ
さ
い
。

●問
 
 
藍
の
館
（
�
6
9
2
・
6
3
1
7
）

○ホームゲームご案内

　６月２３日（土）　16：00～　vs  湘南ベルマーレ

　７月１日（日）　19：00～　vs  京都サンガF.C.

○試合会場　鳴門ポカリスエットスタジアム
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いきいきサロンのご案内 

   

　地域の皆さんが健康で活力ある生活を送れるよう、健康チェックや健康体操、お話、レクリエーション等の内容で

各地域老人憩の家で開催しますので、お気軽にご参加ください。

内　　　　　容場　　所時　　間曜日開催日

健康チェック　阿波踊り体操　救急法について東中富老人憩の家午後１時３０分～３時金６月１５日

健康チェック　阿波踊り体操　カラオケ住 吉 老 人 憩 の 家午前９時３０分～１１時水６月１８日

健康チェック　楽しく筋力アップ体操江ノ口老人ルーム午前９時３０分～１１時水６月２０日

健康チェック　歴史のお話徳 命 老 人 憩 の 家午後１時　   ～３時水６月２０日

健康チェック　楽しく筋力アップ体操乙 瀬 老 人 憩 の 家午前９時３０分～１１時月６月２５日

健康チェック　楽しく筋力アップ体操奥 野 老 人 憩 の 家午後１時３０分～３時月６月２５日

健康チェック　楽しく筋力アップ体操富 吉 老 人 憩 の 家午後１時３０分～３時月７月２日

健康チェック　楽しく筋力アップ体操西 部 老 人 憩 の 家午後１時３０分～３時火７月３日

健康チェック　健康のお話住 吉 老 人 憩 の 家午前９時３０分～１１時月７月９日

健康チェック　楽しく筋力アップ体操東 部 老 人 憩 の 家午後１時３０分～３時月７月９日

※年齢に関係なく、ご都合のよい会場にお越しください。

※内容：健康チェック・（お話・体操・レクリエーション等）を行っています。
　

●問  社会福祉協議会（�６９２・９９５１）　保健センター（�６９２・８６５８）

（住　　所）（母）（父）（性別）（ふりがな）（子の氏名）

富吉字中新田沙紀・孝之女（ののは）乃花下木
奥野字猪熊玲子・隆文女（ひ　な）陽菜樫原
住吉字神蔵恵子・明女（かなこ）奏子近藤
住吉字藤ノ木紀子・勝洋男（みちお）充朗松前
勝瑞字正喜地知佳・清史男（たくみ）拓海四宮
奥野字東中須玉妃・義典男（はるま）玄真坂東
矢上字北分かおり・浩範女（な　ゆ）那有細川
奥野字前川久美・智也女（さくらこ）桜子闍嶋
東中富字鑓場傍示真由美・光弘女（え　ま）笑真北野
勝瑞字成長ひとみ・貴史男（やまと）倭和近名
徳命字元村雅美・洋一男（りんたろう）綸太郎鈴江
矢上字安任晴美・栄司男（ゆうき）勇輝酒井
勝瑞字西勝地智恵・和彦女（のぞみ）希白石
勝瑞字正喜地希美・聖顕男（はるただ）玄惟福松
徳命字小塚東綾・昌芳男（ゆうや）裕也大山
徳命字名田尚美・光賢男（りょうた）凉大山田
奥野字原薫・貴優男（あおい）蒼生大隅
奥野字乾恵美・力男（が　く）芽空岩本
奥野字西中須麻紀・智博女（ゆひろ）結晴楠
奥野字猪熊あゆみ・光孝女（りおな）梨緒奈井谷
住吉字乾和子・智洋男（りょう）涼津村
富吉字富吉真由美・敏樹女（じゅり）樹里姫田
富吉字中新田里佳・一幸女（みひろ）美裕新
住吉字千鳥ヶ浜幸子・雅俊女（みわ）実和忠津
住吉字神蔵容子・嘉紀女（ななか）那々花新屋
東中富字長江傍示芳惠・雅浩男（りおん）凌音藤川
奥野字山畑恵子・洋一男（ひろと）洸人藤井

地域の子どもは、
地域で守り育てましょう
　子どもは、私たちの宝です

　　藍住町青少年健全育成会議

　　藍住町民生児童委員協議会

　　板野西部青少年補導センター

（住　　所）（年　齢） （氏　名）

東中富字東安永歳６５井上　忠治

富吉字豊吉歳９０川上　　大

矢上字江ノ口歳８４岡山　敬一

奥野字和田歳７８安田　ミヨ子

乙瀬字井利口歳７４笹田　佐平

矢上字安任歳６９安川　幸子

笠木字中野歳７６吉田　益子

乙瀬字中田歳７０橋本　　弘

勝瑞字東勝地歳８９森川　キヨエ

勝瑞字西勝地歳８８山本　霪夫

奥野字原歳６９東條　幸子
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５
月　

日
、
藍
住
町
防
犯
推
進
協

１１

議
会
が
目
標
と
し
て
い
る
犯
罪
の
な

い
安
全
で
安
心
な
町
づ
く
り
を
さ
ら

に
推
進
す
る
た
め
、
同
協
議
会
が
使

用
す
る
パ
ト
ロ
ー
ル
カ
ー
に
青
色
回

転
灯
を
装
備
し
ま
し
た
。
ま
た
、
こ

れ
に
伴
い
防
犯
関
係
者
や
園
児
・
児

童
を
招
き
、
出
発
式
と
板
野
警
察
署

が
組
織
す
る
マ
モ
ル
ン
ジ
ャ
ー
に
よ

る
防
犯
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

　

今
後
、
第
１
か
ら
第
４
金
曜
日
の

月
４
回
、
町
内
の
各
通
学
路
や
公
共

施
設
等
を
青
色
回
転
灯
の
パ
ト
ロ
ー

ル
カ
ー
が
巡
回
し
、
防
犯
活
動
を
実

施
し
ま
す
。
犯
罪
を
未
然
に
防
ぐ
た
め
、
住
民
の
皆
さ
ん
も
ご
協
力

を
お
願
い
し
ま
す
。

たなもと耳鼻咽喉科 
　　　　クリニック 
TEL 088-683-3987（サンキューハナ） 

携帯電話・インターネットから順番予約  http://t. paa. jp/t/105201/

当院　ホームページ　 http://tanamoto-cl in ic.jp

診療科目：耳鼻咽喉科　アレルギー科　気管食道科 小児科 

　 診療時間 月　　火　　水　　木　　金　　土 

  8：45～12：00 ○　　○　　／　　○　　○　　○ 

14：30～18：30 ○　　○　　／　　○　　○　　／ 

こ
の
広
報
紙
は
古
紙
配
合
率
1
0
0
％
再
生
紙
を
使
用
し
て
い
ま
す
。
 

じ び いん こう か 

マルナカ成長店　南200m　エネオスはいる 

午前10時～ 

増田クリニック 
TEL：088－693－3020

藍住町役場東500m
●診療科目：内科・循環器科・心臓血管外科 

月 

○ 

○ 

火 

○ 

○ 

水 

○ 

○ 

木 

○ 

 

金 

○ 

○ 

土 

○ 

診療時間 

午前9：00～12：30 

午後2：30～ 6：30 5：30 
まで 

確　　　　　認　　　　　先

掲載ページ
AIテレビ
の掲載　

HPの掲載
担当課へのお問い合わせ

記　　事　　名
電話番号担　当　課

4ページ○○637・3111総 務 課木造住宅の耐震診断、耐震改修

4ページ○637・3117税 務 課国 保 税 の 軽 減 制 度

5ページ○○637・3115保健衛生課国 保 人 間 ド ッ ク
広報あいずみは、新聞折り込み・郵送でお届けして
います。
もし、ご近所で広報が届いていないお宅がありま
したら企画調整課（�637・3124）までお知らせ
ください。

広報あいずみ　毎月15日新聞折り込みで
AIテレビ　　　１日６回（AIタウン情報）
町政だより　　毎月第１木曜日徳島新聞に掲載
ホ－ムペ－ジ　URL  http://www.town.aizumi.tokushima.jp
　　　　　　　E-mail  aizumi@town.aizumi.tokushima.jp

ま
ち
の
情
報
は

　

５
月　

日
、
交
通
安
全
協
会
や
交
通

１１

安
全
母
の
会
、
ト
ラ
ッ
ク
協
会
等
の
関

係
団
体
が
、
笠
木
の
県
道
松
茂
・
吉
野

線
で
、
通
行
す
る
ド
ラ
イ
バ
ー
に
安
全

運
転
の
呼
び
か
け
と
交
通
安
全
グ
ッ

ズ
の
配
布
を
行
い
ま
し
た
。

　

こ
の
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン
の
終
了
後
、
交

通
安
全
協
会
が
町
内
全
域
を
広
報
車

で
巡
回
し
、
交
通
安
全
の
啓
発
活
動
を

行
い
ま
し
た
。
ま
た
、
小
学
校
で
は
正

し
い
道
路
の
横
断
方
法
を
理
解
し
て
も

ら
う
た
め
、
模
擬
信
号
機
を
使
っ
た
交
通
安
全
教
室
を
開
催
し
ま
し
た
。

シ
ー
ト
ベ
ル
ト
や
チ
ャ
イ
ル
ド
シ
ー
ト
の
正
し
い
着
用
、
自
転
車
の
安

全
運
転
等
は
、
交
通
事
故
か
ら
皆
さ
ん
の
命
を
守
る
た
め
に
、
ぜ
ひ
気

を
つ
け
た
い
こ
と
で
す
。

　

交
通
マ
ナ
ー
や
ル
ー
ル
を
守
り
、
事
故
の
な
い
町
、
安
心
し
て
暮
ら

せ
る
町
と
な
る
よ
う
ご
協
力
を
お
願
い
し
ま
す
。

交
通
事
故 

ゼ
ロ 
の
町
を
目
指
し
て

青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青青色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色色パパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパパトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトトロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロロローーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーールルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルルカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカカーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーーー青色パトロールカー出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出出発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発発出発


